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県女性連だより県女性連だより

第 25回商工会女性部全国大会（三重県）第 25回商工会女性部全国大会（三重県）

来年度の予定 �

○千葉県商工会女性部主張発表大会、通常総会
　日程：令和7年５月８日（木）　会場：TKPガーデンシティ千葉（千葉市）

○関東ブロック商工会女性部交流会（群馬大会）
　日程：令和７年７月３日（木）～４日（金）　会場：昌賢学園まえばしホール（前橋市）

○商工会女性部全国大会（福井大会）
　日程：令和７年10月15日（水）～16日（木）　会場：サンドーム福井（越前市）

「女性部誓いの言葉」

１．わたしたち商工会女性部は、女性の特性をいかし、地域振興発展のよき協力者であるとともに、推進者
となります。

１．わたしたち商工会女性部は、商工女性の使命感に徹し、組織活性化の原動力となります。
１．わたしたち商工会女性部は、社会一般の福祉の増進に努め、豊かなまちづくりの担い手となります。
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全国商工会壮青年部連合会会長　宮窪大作氏全国商工会壮青年部連合会会長　宮窪大作氏主張発表大会　発表者の皆様主張発表大会　発表者の皆様

　

令
和
6
年
５
月
10
日
（
金
）、
ホ
テ
ル
一
宮
シ
ー
サ
イ

ド
オ
ー
ツ
カ
に
お
い
て
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
40
の
女

性
部
が
参
加
し
第
１
号
議
案
か
ら
第
４
号
議
案
ま
で
全
て

の
議
案
が
滞
り
な
く
審
議
・
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
下
特
別
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
５
名
に
よ
る
主
張
発

表
大
会
が
行
わ
れ
、
多
く
の
部
員
に
聴
講
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

主
張
発
表
の
内
容
に
つ
い
て
、
審
査
委
員
に
よ
る
審
査

会
を
行
い
、「
女
性
部
活
動
に
参
加
し
て
」
に
つ
い
て
発

表
さ
れ
た
、
富
津
市
商
工
会
女
性
部
の
小
林
真
知
子
さ
ん

が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。各
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
・
優
良
賞
は
発
表
順
）

最
優
秀
賞

　

小　

林　

真
知
子
（
富
津
市
）

　
　
　

女
性
部
活
動
に
参
加
し
て

優
秀
賞

　

山　

口　

朋　

子
（
い
す
み
市
）

　
　
　

女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り

�

　

～
お
花
で
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
～

優
良
賞

　

浅　

野　

美
佐
子
（
神
崎
町
）

　
　
　

女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り

　

　

勝　

田　

和　

世
（
栄
町
）

　
　
　

女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　

～
〝
ど
ら
ま
め
〟
を
使
っ
た
持
続
可
能
な

�

特
産
品
づ
く
り
へ
の
挑
戦
～

　

福　

田　

元　

美
（
千
葉
市
土
気
）

　
　
　

女
性
部
活
動
に
参
加
し
て

　

ま
た
、
商
工
会
女
性
部
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、
全
国
商
工

会
壮
青
年
部
連
合
会
会
長
の
宮
窪
大
作
氏
を
お
呼
び
し

「
小
規
模
事
業
者
支
援
施
策
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
御

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
宮
窪
氏
は
小
規
模
事
業
者
が
直

面
す
る
課
題
や
そ
の
解
決
に
向
け
た
支
援
策
に
つ
い
て
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
、
参
加
者
か
ら
は
「
事
業
運
営
の
ヒ

ン
ト
が
得
ら
れ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
や
さ
し
い
動
き

が
簡
単
に
で
き
る
「
チ
ェ

ア
ヨ
ガ
」
体
験
を
参
加

者
全
員
で
行
い
ま
し
た
。

椅
子
に
座
っ
て
手
軽
に

で
き
る
た
め
、
日
常
に

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
、

体
が
軽
く
な
っ
た
等
の

感
想
を
い
た
だ
き
、
皆
様

心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
千
葉
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

令
和
６
年
度
千
葉
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

　
　
　

通
常
総
会
・
主
張
発
表
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

通
常
総
会
・
主
張
発
表
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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７
月
上
旬
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
日
35
度
に
迫
る
茹
だ

る
暑
さ
の
中
、
バ
ス
は
千
葉
駅
か
ら
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工

会
女
性
部
交
流
研
修
会
が
開
催
さ
れ
る
栃
木
県
宇
都
宮
市

へ
出
発
。
コ
ロ
ナ
自
粛
後
３
回
目
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
研
修

会
で
バ
ス
研
修
は
２
年
ぶ
り
。
会
場
に
到
着
す
る
と
、
地

元
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
所
狭
し
と
並
び
、
鮮
や
か
な
イ
チ

ゴ
ピ
ン
ク
色
の
シ
ャ
ツ
姿
の
栃
木
県
女
性
部
の
皆
様
に
出

迎
え
を
し
て
い
た
だ
き
、
ど
ん
よ
り
と
し
た
梅
雨
空
と
蒸

し
暑
さ
も
一
気
に
吹
き
飛
ぶ
位
晴
れ
や
か
な
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
地
元
出
身
の
三
味
線

奏
者
、
棚
橋
敬
太
さ
ん
に
よ
る
三
味
線
演
奏
。
三
味
線
の

生
の
音
色
と
リ
ズ
ム
は
、
普
段
自
店
の
音
響
器
か
ら
聞
こ

え
て
く
る
も
の
と
は
当
然
違
う
。
ピ
ン
と
張
ら
れ
た
弦
を

撥ば
ち

で
弾
か
れ
奏
で
る
音
色
は
、
会
場
を
ピ
ン
と
し
な
が
ら

も
柔
ら
か
い
空
気
に
包
み
、
奏
者
の
技
に
は
誰
も
が
魅
せ

ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

本
題
の
主
張
発
表
。
５
月
に
開
催
さ
れ
た
県
主
張
発
表

大
会
で
代
表
に
選
ば
れ
た
富
津
市
商
工
会
女
性
部
の
小
林

真
知
子
さ
ん
の
出
場
は
ラ
ス
ト
２
番
目
。
順
番
は
ま
だ
先

で
何
と
な
く
落
ち
着
か
な
い
な
が
ら
も
発
表
者
の
声
に
耳

を
傾
け
る
。
女
性
だ
け
の
異
業
種
交
流
会
、
食
活
と
特
産

品
開
発
、
社
会
貢
献
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
盆
踊
り
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
Ｓ
、
お
も
て
な
し
活
動
、
児
童
福
祉
支
援
・
・
・
こ
れ

を
女
性
部
活
動
で
？
と
驚
く
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、
街
が

発
展
さ
せ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
気
持
ち
よ
く
人

を
も
て
な
す
心
を
忘
れ
な
い
と
い
う
視
点
と
、
コ
ロ
ナ
禍

を
越
え
て
変
化
を
受
け
入
れ
、
新
し
い
世
代
と
の
つ
な
が

る
力
を
女
性
部
自
ら
つ
け
る
努
力
を
怠
ら
な
い
姿
勢
が
す

べ
て
の
発
表
者
の
声
か
ら
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
時
間
を
か
け
て
創
り
出
し
た
知
恵
、協
力
、

そ
し
て
商
工
会
女
性
部
の
行
動
力
の
賜
物
で
あ
る
と
改
め

て
確
信
し
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
は
、
長
野
県
高
森
町
商
工

会
女
性
部
、
村
澤
道
代
さ
ん
に
決
定
。
商
売
上
の
自
ら
の

体
験
を
き
っ
か
け
に
、
児
童
福
祉
支
援
活
動
を
女
性
部
で

取
り
組
ん
だ
話
を
さ
れ
て
い
る
姿
に
は
、
地
域
で
必
ず
子

ど
も
を
守
る
と
い
う
覚
悟
と
活
動
へ
の
自
信
に
漲み

な
ぎ

っ
て
い

ま
し
た
。

２
日
目
は
歴
史
と
美
し
さ
溢
れ
る
日
光
東
照
宮
、
日
本

三
大
名
瀑
の
１
つ
で
あ
る
華
厳
の
滝
を
訪
問
。
滝
壺
ま
で

い
っ
き
に
落
下
す
る
壮
大
な
水
し
ぶ
き
に
圧
倒
さ
れ
な
が

ら
も
一
限
り
の
清
涼
感
を
感
じ
、
雄
大
で
厳
か
な
世
界
遺

産
、
日
光
東
照
宮
で
は
参
加
者
の
笑
顔
を
パ
チ
リ
と
カ
メ

ラ
に
納
め
、
帰
路
へ
。
女
性
部
活
動
の
幅
広
さ
と
創
り
出

す
努
力
、
歴
史
溢
れ
る
名
所
を
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
の
女
性
部
活
動
に
希
望
と
楽
し
み
が
湧
き
出
る
充

実
し
た
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

「
令
和
６
年
度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
部
交
流
研
修
」

「
令
和
６
年
度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
部
交
流
研
修
」

～
女
性
部
組
織
力
の
再
確
認
と
雄
大
な
歴
史
遺
産
に
魅
せ
ら
れ
て
～

～
女
性
部
組
織
力
の
再
確
認
と
雄
大
な
歴
史
遺
産
に
魅
せ
ら
れ
て
～

�

四
街
道
市
商
工
会
女
性
部
部
長
　
成
田
　
節
子
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十
月
二
十
三
日
に
三
重
県
津
市
で
開
催
さ
れ
た
商
工
会

女
性
部
全
国
大
会
に
千
葉
県
内
約
六
十
名
の
女
性
部
員
の

皆
様
と
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
伊
勢
神
宮
の
内
宮
を
参
拝
。
こ
の
神
聖
な

場
所
に
た
ど
り
着
く
と
、
不
思
議
な
こ
と
に
降
っ
て
い
た

雨
も
や
み
、
し
っ
か
り
と
お
参
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
心
身
共
に
洗
い
清
め
ら
れ
、
パ
ワ
ー
を
沢
山
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

二
日
目
、
大
会
会
場
に
到
着
。
多
く
の
三
重
県
女
性
部

の
方
々
が
温
か
く
お
出
迎
え
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
主

張
発
表
大
会
で
は
、
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
髙

橋
由
紀
子
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
高
齢

化
が
進
む
町
で
Ｊ
Ｒ
北
上
線
と
高
校
存
続
の
た
め
、
高
校

生
と
女
性
部
が
協
働
し
、
地
産
地
消
弁
当
を
製
作
す
る
な

ど
様
々
な
取
り
組
み
を
地
域
の
た
め
に
重
ね
て
き
た
と
い

う
お
話
で
し
た
。
ど
の
発
表
者
も
堂
々
と
自
分
達
の
取
組

み
を
発
表
さ
れ
、
今
後
の
女
性
部
活
動
に
大
変
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
ア
イ
ス
の
あ
ず
き
バ
ー
で
有
名
な
井

村
屋
グ
ル
ー
プ
㈱
代
表
取
締
役
会
長
の
中
島
伸
子
さ
ん
が

ア
ル
バ
イ
ト
か
ら
初
の
女
性
社
長
に
な
る
ま
で
の
道
の
り

や
、
企
業
理
念
な
ど
を
お
話
さ
れ
、
そ
の
中
で
お
父
様
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
「『
辛
』
に
一
を
足
せ
ば
『
幸
』
に

な
る
。
君
だ
け
の
一
を
探
し
な
さ
い
。」
は
、
と
て
も
心

に
響
き
ま
し
た
。

　

三
日
目
は
、
伊
賀
組
紐
セ
ン
タ
ー
に
て
組
紐
作
り
体
験

を
し
ま
し
た
。
集
中
し
て
、
も
の
作
り
を
す
る
楽
し
さ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
完

成
し
た
組
紐
の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト

と
沢
山
の
三
重
の
お
土
産
を
手

に
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
参
加
で
し
た
が
、

女
性
部
員
同
士
の
情
報
交
換
も

で
き
、
親
睦
を
深
め
ら
れ
、
大

変
有
意
義
な
三
日
間
で
し
た
。

皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

第
二
十
五
回
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
に
参
加
し
て

第
二
十
五
回
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
に
参
加
し
て

�

　
香
取
市
商
工
会
女
性
部
部
長
　
長
嶋
　
き
み
子
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全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
　
優
良
女
性
部

　

南
房
総
市
朝
夷
商
工
会
女
性
部

　

白
子
町
商
工
会
女
性
部

全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
　
女
性
部
功
労
者

　

有　

賀　

ヒ
メ
子　
　

野
田
市
関
宿
商
工
会
女
性
部

千
葉
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
　
女
性
部
功
労
者

　

吉　

岡　

八
千
代　
　

柏
市
沼
南
商
工
会
女
性
部

　

神　

﨑　

清　

美　
　

長
柄
町
商
工
会
女
性
部

　

神　

﨑　

せ
つ
子　
　

長
柄
町
商
工
会
女
性
部

　

髙　

橋　

啓　

子　
　

長
柄
町
商
工
会
女
性
部

　

永　

峰　

美
恵
子　
　

長
柄
町
商
工
会
女
性
部

　

林　
　
　

よ
し
子　
　

長
柄
町
商
工
会
女
性
部

令
和
６
年
度
表
彰
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
表
彰
に
つ
い
て

　

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
襟
元
や
、
帽
子
・
バ
ッ
グ
・
ス
ト
ー
ル

な
ど
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
♪

　

所
属
商
工
会
を
通
じ
て
お

買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

販
売
対
象
：
全
国
で
活
動
す

る
商
工
会
女
性
部
員
。

販
売
価
格
：
１
，
３
０
０
円

�

（
税
込
）

材
質
：
真
鍮　

サ
イ
ズ
：
14
ｍｍ　

付
属
：
プ
ラ
ケ
ー
ス
入
り

「
商
工
会
女
性
部
バ
ッ
ジ
」

「
商
工
会
女
性
部
バ
ッ
ジ
」

販
売
の
ご
案
内

販
売
の
ご
案
内

令
和
６
年
度
青
年
部
・
女
性
部
合
同
セ
ミ
ナ
ー
が

令
和
６
年
度
青
年
部
・
女
性
部
合
同
セ
ミ
ナ
ー
が

��

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
7
年
2
月
10
日
、京
成
ミ
ラ
マ
ー
レ
ホ
テ
ル
に
て
、

千
葉
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
と
千
葉
県
商
工
会
女
性
部

連
合
会
に
よ
る
合
同
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講

師
に
は
、
元
カ
リ
ス
マ
ホ
ス
ト
で
あ
り
、
現
在
は
テ
レ
ビ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
ト
ッ
プ
バ
イ
ヤ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
る
城
咲
仁
さ
ん
を
お
招
き
し
、
顧
客
の
心
を
つ
か
む
方

法
や
商
品
の
売
り
方
に
つ
い
て
、
実
体
験
を
交
え
な
が
ら

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
前
半
で
は
、
ホ
ス
ト
時
代
の
経
験
を
も
と

に
「
お
客
様
の
心
を
つ
か
む
接
客
術
」
に
つ
い
て
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。
城
咲
さ
ん
は
、
お
客
様
一
人
ひ
と
り
の
好

み
や
性
格
を
深
く
理
解
し
、
そ
の
方
に
と
っ
て
特
別
な
時

間
を
提
供
す
る
こ
と
を
意
識
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
こ

の
考
え
方
は
、
業
種
を
問
わ
ず
応
用
で
き
る
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
で
あ
り
、
参
加
者
も
真
剣
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

続
い
て
、「
自
己
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の

重
要
性
」
に
つ
い
て
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
や
信
頼
関
係
の
構
築
が
後
の
キ
ャ
リ

ア
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
を

強
調
。
ど
の
よ
う
に
自
分
を
魅
力
的
に

見
せ
、
相
手
に
価
値
を
伝
え
る
か
が
、

ビ
ジ
ネ
ス
成
功
の
鍵
に
な
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

後
半
で
は
、
ト
ッ
プ
バ
イ
ヤ
ー
の
視

点
か
ら
「
商
品
の
売
り
方
」
に
つ
い
て
具
体
的
な
手
法
を

ご
紹
介
。
お
客
様
が
「
欲
し
い
」
と
思
う
瞬
間
を
つ
く
る

に
は
、「
な
ぜ
今
日
、
こ
の
人
か
ら
こ
の
商
品
を
買
う
べ

き
か
」「
こ
の
商
品
を
買
う
こ
と
で
何
を
得
ら
れ
る
の
か
」

を
明
確
に
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
語
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

商
品
の
魅
力
を
伝
え
る
際
は
、
単
に
特
徴
を
説
明
す
る
の

で
は
な
く
、
開
発
ス
ト
ー
リ
ー
を
交
え
る
こ
と
が
効
果
的

で
あ
る
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
の
情
報
交
換
会
で
は
、
多
く
の
参
加

者
が
自
身
の
事
業
に
ど
う
活
か
せ
る
か
を
積
極
的
に
質

問
。
接
客
業
、
販
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
業
種
の
方
に
と
っ
て
貴
重
な
学
び
の
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
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睦
沢
町
商
工
会
女
性
部	

�

部
長
　
中
村
　
や
す
子

　

睦
沢
町
商
工
会
女
性
部
は
、
部
員
13
名
で
活
動
し
て
お

り
ま
す
。

　

毎
年
８
月
に
行
わ
れ
る
青
年
部
主
催
「
納
涼
盆
踊
り
大

会
」
へ
の
出
店
協
力
、
11
月
３
日
に
開
催
さ
れ
る
「
農
林

商
工
ま
つ
り
」
へ
の
出
店
活
動
や
、
町
主
要
道
路
の
清
掃

活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
今
、
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
地
元
の
食
材
を

使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
味
噌
づ
く
り
で
す
。

　

２
年
に
一
度
、
約
２
０
０
㎏
の
味
噌
づ
く
り
を
し
、
半

年
ね
か
せ
て
熟
成
さ
せ
た
味
噌
を
自
家
消
費
し
て
お
り
ま

す
。
部
員
の
知
り
合
い
に
お
裾
分
け
な
ど
を
し
、
味
に
つ

い
て
は
好
評
の
声
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
睦
沢
町
の
特
産
品
「
べ
っ
ぴ
ん
シ
リ
ー
ズ
」
あ
ら

れ
・
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
は
、
道
の
駅
む
つ
ざ
わ
つ
ど
い
の
郷

で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
初
こ
れ
ら
の
商
品
開
発
し

た
の
は
女
性
部
で
す
。

　

そ
の
後
は
商
工
会
で
〝
逸
品
開
発
委
員
会
〟
を
立
ち
上

げ
、
味
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
等
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
現
在
の
商

品
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
べ
っ
ぴ
ん
シ
リ
ー
ズ
の
新
た
な
商
品
と
し

て
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
味
噌
を
加
え
Ｐ
Ｒ

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
商
品
化
に
な
り
ま
し
た
ら

是
非
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

千
葉
市
土
気
商
工
会
女
性
部

�

部
長
　
白
井
　
の
り
子

　

土
気
は
、
千
葉
市
緑
区
に
位
置
す
る
歴
史
と
自
然
に
恵

ま
れ
た
町
で
す
。
都
市
化
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
一
方
で
昔
な
が
ら
の
風
情
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
場

所
で
も
あ
り
、
土
気
の
大
き
な
特
徴
は
、
自
然
と
調
和
し

た
生
活
環
境
に
あ
り
ま
す
。
町
の
中
心
部
に
は
、
開
放
感

の
あ
る
公
園
や
緑
地
が
点
在
し
て
お
り
、
豊
か
な
自
然
が

魅
力
で
す
。
例
え
ば
、「
昭
和
の
森
」
な
ど
の
広
大
な
公

園
は
、
散
歩
な
ど
に
訪
れ
る
方
々
に
と
っ
て
憩
い
の
場
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
に
昭
和
の
森
で
開
催
さ
れ
た
「
第
32
回
緑
区
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
」
で
は
、
区
内
各
種
団
体
に
よ
る
22
の
模
擬

女
性
部
紹
介
コ
ー
ナ
ー

女
性
部
紹
介
コ
ー
ナ
ー
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る
我
々
も
全
力
で
楽
し
み
な
が
ら
や
っ
て
い
る
か
ら
か
、

子
ど
も
達
も
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
な
が
ら
毎
回
、
お
祭
り

や
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
み
そ
作
り
や
工
場
見
学
や
体
験
会
な
ど
親
睦

会
を
兼
ね
て
、
和
気
あ
い
あ
い
と
、
と
て
も
パ
ワ
フ
ル
で

元
気
な
メ
ン
バ
ー
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
袖

ケ
浦
市
は
女
性
部

の
部
員
数
を
増
や

す
こ
と
も
課
題
の

1
つ
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
部
員
と

ど
の
よ
う
な
形
で

増
員
を
図
る
か
、

今
後
、
又
い
ろ
い

ろ
な
案
を
出
し

合
っ
た
り
、
他
の

店
が
並
び
ま
し
た
。
当
女
性
部
も
出
店
し
、
カ
メ
レ
オ
ン

く
じ
と
豆
大
福
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
天
気
は
晴
れ
渡

り
、
絶
好
の
イ
ベ
ン
ト
日
和
で
し
た
。
会
場
は
大
勢
の
人

で
賑
わ
い
、地
域
の
活
気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
も
無
事
に
終
わ
り
、
私
た
ち
女
性
部
と
し
て
も
充
実

し
た
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
地
域
イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
地
域
へ
の

愛
着
が
深
ま
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
12
月
に
は
「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」
セ

ミ
ナ
ー
が
商
工
会
館
2
階
大
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

色
と
り
ど
り
の
花
々
が
美
し
く
並
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
花
が

持
つ
意
味
や
特
性
に
つ
い
て
も
教
え
て
い
た
だ
き
、
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
に
込
め
る
思
い
が
一
層
深
ま
り
ま
し
た
。
ま

た
、
他
の
参
加
者
と
の
交
流
も
盛
ん
で
あ
り
、
お
互
い
に

完
成
し
た
作
品
を
見
せ
合
い
な
が
ら
、「
こ
の
花
の
組
み

合
わ
せ
が
素
敵
で
す
ね
」と
い
っ
た
会
話
が
弾
み
ま
し
た
。

地
域
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
絆
を
深
め
る

素
晴
ら
し
い
機
会
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

袖
ケ
浦
市
商
工
会
女
性
部

副
部
長
　
阿
津
　
ゆ
か
り

　

袖
ケ
浦
市
は
自
然
豊
か
な
場
所
で
あ
り
な
が
ら
、
ア
ク

ア
ラ
イ
ン
と
い
う
海
底
ト
ン
ネ
ル
を
利
用
す
れ
ば
、
都
心

へ
は
約
一
時
間
、
横
浜
へ
は
四
十
分
程
度
で
行
け
る
と
い

う
、交
通
の
便
に
も
と
て
も
恵
ま
れ
た
場
所
に
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、女
性
部
は
部
員
十
九
名
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

主
に
、
研
修
事
業
や
地
城
振
興
事
業
と
し
て
年
間
三
～
四

回
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
子
ど
も
達
が
思
い
っ

き
り
楽
し
め
る
場
所
と
し
て
出
店
し
て
い
ま
す
。
出
店
す

市
や
町
の
女
性
部
の
方
た
ち
の
増
員
し
た
方
法
な
ど
を
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
今
後
の
活
動
に
も
繋
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

南
房
総
市
内
房
商
工
会
女
性
部

�

部
長
　
谷
川
　
由
美

　

７
町
村
が
一
つ
に
な
っ
た
南
房
総
市
の
内
房
商
工
会

は
、
民
宿
が
立
ち
並
ぶ
岩
井
海
岸
や
多
く
の
登
山
客
が
訪

れ
る
富
山
（
と
み
さ
ん
）
の
あ
る
富
山
地
区
、
夕
日
の
き

れ
い
な
原
岡
桟
橋
で
有
名
な
富
浦
地
区
、
農
業
が
盛
ん
で

ま
ほ
ろ
ば
の
里
と
呼
ば
れ
る
三
芳
地
区
、
こ
の
旧
３
町
村
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か
ら
成
っ
て
い
ま

す
。
里
見
八
犬
伝

な
ど
の
名
所
、
び

わ
・
み
か
ん
・
魚

な
ど
の
海
や
山
の

幸
が
豊
富
な
こ
の

地
域
で
、
当
女
性

部
は
部
員
38
名
で

活
動
し
て
い
ま

す
。

　

春
・
秋
は
花

い
っ
ぱ
い
運
動
で

部
員
の
店
先
に
花

苗
を
植
え
、
防
災

の
日
に
は
電
気
を

使
わ
ず
に
ご
は
ん

を
袋
で
炊
く
炊
き

出
し
防
災
体
験
や
、
市
役
所
の
職
員
を
講
師
に
招
い
て
自

分
た
ち
の
地
域
の
安
全
対
策
を
部
員
や
地
域
の
方
々
と
一

緒
に
学
ぶ
防
災
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
11
月

に
は
市
の
産
業
ま
つ
り
が
あ
り
、
部
員
の
お
店
紹
介
を
兼

ね
て
、
炊
き
込
み
ご
は
ん
な
ど
の
お
弁
当
を
販
売
し
ま
し

た
。
12
月
に
は
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
習
会
、
２

月
に
は
地
域
の
牛
乳
を
使
っ
た
チ
ー
ズ
づ
く
り
講
習
会
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

微
力
で
す
が
、
こ
の
内
房
地
域
を
少
し
で
も
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
な
が
ら
当
女
性
部
は
活
動
し
て
い
ま

す
。

南
房
総
市
朝
夷
商
工
会
女
性
部

　
部
長
　
三
平
　
洋
子

　

千
葉
県
最
南
端
の
南
房
総
市
は
太
平
洋
に
面
し
て
お

り
、
温
暖
な
気
候
を
活
か
し
た
露
地
花
栽
培
が
盛
ん
な
地

域
で
す
。
ま
だ
寒
さ
の
厳
し
い
一
月
頃
か
ら
花
が
咲
き
誇

り
南
房
総
の
朝
夷
地
域
に
ひ
と
足
早
い
春
が
訪
れ
ま
す
。　

　

中
で
も
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
オ
レ
ン
ジ
の
花
〝
キ
ン
セ

ン
カ
〟
は
生
産
量
日
本
一
（
南
房
総
市
白
浜
）
を
誇
っ
て

い
ま
す
。　

キ
ン
セ
ン
カ
は
、
別
名
カ
レ
ン
デ
ュ
ラ
と
も

呼
ば
れ
、
食
べ
る
こ
と
も
で
き
る
お
花
と
し
て
も
知
ら
れ

て
お
り
、
美
容

や
健
康
に
も
良

い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
女
性

部
は
、
今
か
ら

八
年
前
、
こ
の

カ
レ
ン
デ
ュ
ラ

を
使
っ
た
ク
ッ

キ
ー
を
試
行
錯

誤
の
上
完
成
さ

せ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
二

年
前
の
主
張
発

表
大
会
に
て
、

こ
の
「
地
域
の

宝
」
を
普
及
さ
せ
た
い
と
願
う
我
々
の
気
持
ち
を
代
表
し

て
、高
倉
か
つ
江
さ
ん
が「
生
産
量
日
本
一
の
カ
レ
ン
デ
ュ

ラ
を
使
っ
た
〝
花
い
っ
ぱ
い
地
域
振
興
〟」
と
題
し
て
発

表
を
行
い
、
全
国
大
会
ま
で
出
場
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

こ
う
し
て
全
国
の
方
々
に
カ
レ
ン
デ
ュ
ラ
の
魅
力
を
存

分
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。　
　

　

し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
キ
ン
セ
ン
カ
と
い
う
と
仏

壇
の
花
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
た
め
、
女
性
部
皆
で
「
カ
レ

ン
デ
ュ
ラ
」
と
し
て
広
く
認
知
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
そ

の
後
も
全
部
員
へ
の
苗
の
配
布
、
そ
し
て
、
昨
年
２
月
に

は
「
南
房
総
フ
ラ
ワ
ー
マ
ー
チ
」
の
参
加
者
に
ブ
ー
ケ
の

無
料
配
布
な
ど
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

こ
れ
か
ら
も「
カ
レ
ン
デ
ュ
ラ
を
南
房
総
か
ら
全
国
へ
」

の
思
い
を
ひ
と
つ
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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「
女
性
の
創
業
等
支
援
助
成
金
事
業
」
に
、

「
女
性
の
創
業
等
支
援
助
成
金
事
業
」
に
、

　
　

九
十
九
里
町
商
工
会
女
性
部
員
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

九
十
九
里
町
商
工
会
女
性
部
員
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

左：高野経営指導員　　右：鈴木さん左：高野経営指導員　　右：鈴木さん

全
国
商
工
会
女
性
部
連
合
会
が
実
施
す
る
「
女
性
の
創

業
等
支
援
助
成
金
事
業
」
に
、
九
十
九
里
町
で
ワ
イ
ン
の

製
造
・
販
売
を
手
が
け
る
鈴
木
麻
美
さ
ん
（
株
式
会
社
オ

フ
ィ
ス
・
ス
テ
ー
ジ
）
の
事
業
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
地
域
経
済
や
商
工
会
女
性
部
の
活
動
を

活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
女
性
に
よ
る
創
業
や
経
営

革
新
へ
の
取
り
組
み
を
支
援
・
助
成
す
る
も
の
で
す
。

鈴
木
さ
ん
は
、
地
域
の
魅
力
を
伝
え
る
ワ
イ
ン
造
り
を

目
指
し
、
本
助
成
金
を
活
用
し
、
自
社
醸
造
所
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本

大
震
災
で
し
た
。
震
災
後
、
鈴
木
さ

ん
は
山
梨
県
で
ワ
イ
ン
作
り
を
学
ん

で
い
ま
し
た
が
、
被
災
し
た
地
元
を

元
気
づ
け
た
い
と
い
う
思
い
が
年
々

強
く
な
り
、
２
０
１
８
年
に
九
十
九

里
町
に
帰
郷
し
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
の
実
家
が
所
有
し
て
い

た
畑
や
隣
接
す
る
耕
作
放
棄
地
を
活

用
し
て
ブ
ド
ウ
の
栽
培
を
開
始
し
ま

し
た
が
、
九
十
九
里
町
特
有
の
砂
質

土
壌
や
潮
風
の
影
響
に
よ
り
栽
培
に

失
敗
す
る
な
ど
の
試
練
も
多
く
あ
り

ま
し
た
。
試
行
錯
誤
の
末
、
土
地
に

適
し
た
品
種
を
見
つ
け
出
し
、
品
質

の
高
い
ブ
ド
ウ
を
安
定
し
て
生
産
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

当
初
、
収
穫
し
た
ブ
ド
ウ
を
山
梨

県
の
醸
造
所
に
委
託
し
て
ワ
イ
ン
を

製
造
し
て
い
ま
し
た
が
、「
ワ
イ
ナ

リ
ー
を
地
元
に
作
っ
て
地
域
に
人
を
呼
び
込
み
た
い
」
と

い
う
強
い
思
い
か
ら
自
社
醸
造
所
の
設
立
を
決
意
。
そ
ん

な
な
か
、
九
十
九
里
町
商
工
会
女
性
部
の
櫻
井
部
長
か
ら

助
成
金
へ
の
応
募
を
勧
め
ら
れ
、
指
導
員
の
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
な
が
ら
申
請
を
行
い
ま
し
た
。
事
業
計
画
が
認
定

さ
れ
た
こ
と
で
助
成
金
を
活
用
し
、
醸
造
設
備
を
導
入
。

２
０
２
４
年
９
月
に
は
念
願
の
自
社
醸
造
所
が
完
成
し
、

地
元
産
ブ
ド
ウ
を
使
っ
た
完
全
自
社
製
造
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

完
成
し
た
ワ
イ
ン
は
、
九
十
九
里
町
の
自
然
を
生
か
し

た
華
や
か
な
香
り
と
軽
い
口
当
た
り
が
特
徴
で
す
。
潮
風

が
ブ
ド
ウ
に
ほ
の
か
な
塩
味
を
も
た
ら
し
、
九
十
九
里
町

の
海
産
物
と
の
相
性
も
抜
群
。
気
軽
に
楽
し
め
る
軽
や
か

な
味
わ
い
が
多
く
の
人
に
支
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
ワ
イ
ン

を
通
じ
て
九
十
九
里
町
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
た

め
、
今
後
は
地
元
の
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
と
の
連
携
、
さ

ら
に
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま

す
。鈴

木
さ
ん
は
、「
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
の
は
九
十
九
里

町
商
工
会
女
性
部
や
商
工
会
の
職
員
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
」
と
語
り
ま
す
。
特
に
、
櫻
井

部
長
を
は
じ
め
と
す
る
九
十
九
里
町
商
工
会
女
性
部
の
助

言
や
励
ま
し
は
、
困
難
を
乗
り
越
え
る
大
き
な
力
と
な
り

ま
し
た
。

地
域
の
温
か
い
支
援
に
感
謝
し
つ
つ
、
鈴
木
さ
ん
の
挑

戦
は
九
十
九
里
町
を
元
気
に
す
る
新
た
な
一
歩
と
な
り
続

け
て
い
ま
す
。

【ご購入方法】
㈱オフィス・ステージ
「九十九里ワイナリー」
のワインは以下の販売
店の店舗およびオンラ
インショップでご購入
いただけます。
販売店：太田屋酒店(オオタヤサケテン)　
※商工会女性部員事業所
電話：0475-76-2037
FAX：0475-76-0913
メール：info@ootaya99.com
URL：https://ootaya99.com/
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商工会女性部とは？　どんなことをしているの？商工会女性部とは？　どんなことをしているの？
昭和38年３月27日に商工会の内部組織として発足しました。
地域の商工業に携わる女性として、研修・ボランティア・文化活動などの多彩な
活動の中で、自らの資質向上を図り、成長する機会を創出する組織です。
町で開催されるイベントの協力や独自のイベント開催など、商工会という異業種
の集まりを利用して、ネットワークを拡大しています。
現在も千葉県では1,625名の女性部員が元気に活動しています。
（令和6年４月１日現在）

どんな人が入れるの？どんな人が入れるの？
①商工会会員（法人ではその役員）で女性の方
②商工会会員の配偶者で女性の方
③商工会会員の親族で、その事業に従事している女性の方

商工会名 電話番号
我 孫 子 市 04-7182-3131
鎌 ケ 谷 市 047-443-5565
野 田 市 関 宿 04-7198-0161
柏 市 沼 南 04-7191-2803

商工会名 電話番号
四 街 道 市 043-422-2037
酒 々 井 町 043-496-0063
富 里 市 0476-93-0136
白 井 市 047-492-0721

商工会名 電話番号
印 西 市 0476-42-2750
栄 町 0476-95-0245
成 田 市 東 0476-73-2205
一 宮 町 0475-42-3089
睦 沢 町 0475-44-0112
長 生 村 0475-32-0152
白 子 町 0475-33-2517
長 柄 町 0475-35-3450
長 南 町 0475-46-0188
千 葉 市 土 気 043-294-2474
大 網 白 里 市 0475-72-0239
九 十 九 里 町 0475-76-4165
山 武 市 0479-86-5147
横 芝 光 町 0479-82-0434
芝 山 町 0479-77-1270
匝 瑳 市 0479-72-2528
旭 市 0479-62-1348
神 崎 町 0478-72-2548
香 取 市 0478-82-3307
多 古 町 0479-76-2206
東 庄 町 0478-86-3600
木更津市富来田 0438-53-4141
富 津 市 0439-87-7071
袖 ケ 浦 市 0438-62-0539
勝 浦 市 0470-73-0199
大 多 喜 町 0470-82-2538
い す み 市 0470-62-1191
御 宿 町 0470-68-2818
鴨 川 市 04-7092-0320
南房総市内房 0470-33-2257
南房総市朝夷 0470-44-1331
鋸 南 町 0470-55-3691

部　員
募集中

千葉県商工会一覧

あなたの力を女性部活動にいかしてみませんか !!あなたの力を女性部活動にいかしてみませんか !!

一緒に活動してみませんか？商工会事務局またはお近くの女性部員までお気軽にお問い合わせください。
いつでもお待ちしています。


